
公 と 私 校長 内 健史

〇 公と私，よく目にする文字です。二つの漢字を並べると(コウシ)と読みますが，「公
（コウ・おおやけ）」には「個人の立場を離れて全体にかわること,社会・公共・世間」
という意味があり，「私（シ・わたくし）」は「自分だけに関係のあること,個人的なこと」

を意味します。
「公」か？「私」か？

〇 いくつかの「場」の写真を示すので，それぞ
れ「公」か「私」か考えてみましょう。
①日置市役所・②日置市文化会館 … ほぼ満場

一致で「公」の場ですね。
③家 … これは「私」でしょうね。
④店（商業施設）… これは意見が分かれまし
た。個人が経済的な利益を得る場であるという

点では「私」でしょうが，多くの人々が利用するルールやマナーを守ることが求められ

るという点では，「公」の性格もあるのかもしれません。
では，⑤「学校」や⑥「教室」はどうでしょうか？ … 公立学校という言葉があると

おり「公」の場であることは間違いないのでしょうが，「私」と答えた人も少なからず
いました。

〇 他の「公」の場が自分の意思で足を運ぶ場であるのに対して，学校は住む場所や年齢
によって通うことが決められており，同じメンバーで毎日を過ごすという点で「公」の
場という意識が育ちにくいのかもしれません。もし，公共の施設で獣のような叫び声を
上げたり，走り回ったり，人に危害を加えたりすれば，間違いなく警備員や職員の方に
抑えられるか，警察に通報されるでしょう。

「公私の区別，公私混同（コウシコンドウ）」という言葉があるとおり，公と私は対

照的なものとしてとらえられます。また，「公共のマナー」という言葉は，人々が集ま
る場では，意識すべきことがあることを示しているようです。

〇 「自由」に生きるためには「力」が必要です。ここで
いう自由とは，「お互いに認め合える自由＝他の人に害

を与えない自由」です。自分の自由を認めてもらうには，
相手の自由も認めなければならない，つまり，そこには
思いやりやルールを守る力，時には我慢する力が必要に
なるということでしょう。

〇 「学校」とは，「どのように社会にかかわるか？どのような社会をつくっていくか？」
を学び，考える場，つまり，「公のあり方，つくり方」を学ぶ場所といってもいいのか
もしれません。だから，失敗してもそこから学べたら，一歩ずつでも自分の思い，考え

や行動を良いものにしていけたら，それでOKなのです。安心して学べる，皆が成長でき
る学校を創りたいですね。そのことが，自由に生きる力を自分の中に育てることにつな

がるはずです。 (12/10全校朝会)
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８日(水) [午前授業] 北中安全の日
始業式，大掃除

11日(土) 土曜授業，１年職業講話
２年上級学校調べ，３年入試の取組

14日(火) 生徒集会（３年生激励式）
ＳＣ来校（午後）

15日(水) １･２年鹿児島学力・学習状況調査
16日(木) １･２年鹿児島学力・学習状況調査
17日(金) ３年私立高校等入試事前指導

第１回ＰＴＡ役員選考委員会
20日(月) ＡＬＴ来校
21日(火) 全校朝会
22日(水) 新入生入学説明会
23日(木) 第２回学校保健委員会
24日(金) ＡＬＴ来校，第３回英語検定
27日(月) 学級生徒会
28日(火) ＡＬＴ来校，学年朝会

ＰＴＡ広報部会
29日(水) ＳＣ来校（午前）
30日(木) ＡＬＴ来校
31日(金) 代議員専門部会

第２回ＰＴＡ役員選考委員会

入賞おめでとう

人権教室 ～思いやりやいたわりの心を育てる～

12月14日に，日置市人権擁護委員にお越しい
ただき，人権教室を実施しました。ワークショ
ップを通して，ＳＮＳとの関わりを中心に人権
について考え，「違いを認める，人を排除しな
い，仲間を作る」や「個人情報を守ること，誹
謗中傷や人権侵害を
許さない」という意
識を育てる活動を行
いました。友達と意
見交換をし，各学年
の考えを知ることが
できるとても貴重な
時間になりました。

【国語】
第13回ひおき文芸賞 児童生徒の部 短歌の部
優秀賞 田代 侑芽① 稲留 直紀②
入選 草野 唯華②

令和６年度 日置市生徒読書感想文コンクール
特選 畠中 真歩③
入選 西元まなは③ 松元 千佳②

西川 陽菜② 愛内 葉月①
矢野 良①

第26回南九州市かわなべ青の俳句大会
特選 松元 千佳② 田代 侑芽①

令和６年度 日置市福祉作文等コンクール
福祉作文の部 優秀賞 四元 七星②
福祉標語の部 最優秀賞 長濵 暖②

優秀賞 羽生 隆太②
日置市「あいさつの日」標語
最優秀賞 片山 絢太③

【野球部】
第32回伊集院旗選抜中学校野球大会 第３位

【女子ソフトテニス部】
第20回冬季スポーツタニヤマ中学ソフトテニス大会
女子団体 Ａクラス 第３位

チャレンジクラス 第３位

伊集院北中学校家庭教育学級

２学期には，２年部と３年部が主
催する家庭教育学級が行われました。
お茶の魅力や話の内容に引き込まる
とても貴重な時間になりました。

第３回（10/12） 第４回（11/9）

「伊集院のお茶と食育」
「子どもと大人のコミュ

ニケーションを考える」

鹿児島県立短期大学 伊集院北中学校

木下 朋美 助教 上白石 修 教諭

12月に２団体から学校の教
育活動に使用してほしいと品

物をいただきました。感謝の気持ちをこめて，こ
こに紹介します。ありがとうございました。
＊ 日置市高齢者クラブ連合会様から，友愛タオ
ルをいただきました。保健衛生面の活動で使わ
せていただきます。

＊ 伊集院地域各種女性団体連合会様から，伊集
院ふれ愛バザーの収益金の一部を図書カードと
していただきました。図書館に本を購入させて
いただきます。

12月11日に，伊集院文
化会館で３校合同スクー
ルコンサートが開催され
ました。鹿児島交響楽団
の迫力ある演奏に，会場
中のすべての人が魅了さ
れ，会場でしか味わえな
い感動を感じたことと思
います。本校からは，１
年生の井手美咲さんが交
響楽団とともにトランペ
ットの演奏をしたり，３
年生の有元心音さんが交
響楽団の指揮をしたりと
会場を盛り上げてくれま
した。

３校合同スクールコンサート開催


